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有限会社サガ・ビネガー
☎ 0952-23-6263
［所］佐賀市嘉瀬町大字中原1969-3
［創業］天保3年（1832年）
［従業員］6名
［HP］ https://www.sagavinegar.jp/

 時間をかけるこだわり
　天保3年（1832年）に創業し、“右近酢”
や健康酢“飲む果実酢”、佐賀県産たまね
ぎを100％使用した“たまねぎ酢”などの食
酢や調味料を製造・販売するサガ・ビネ
ガー。同社のものづくりへのこだわりは、
創業時から守り続ける製法にあります。大
手メーカーの酢造りは、24時間で、早く安
く大量に生産する製法“速醸法”が主流。
一方同社は、材料を佐賀の気候に合わせ
ながら90日間をかけて自然醗酵させて仕
込み、さらに90日間をかけて貯蔵・熟成さ
せる“静置発酵法”という昔ながらの伝統的
な製法を採用しています。
　「当社は、醸造初日には、おいしいお酢
ができるように神様にお祈りする習わしが
あります。その心掛けと、一つの製品づくり
にじっくりと時間をかけることで、余計な
添加物は一切入れなくても、素材が醸し出
す芳醇な香りとまろやかな酸味で、料理を

引き立てるおいしい酢になるのです」と右
近社長。こだわりの製法で造られた同社の
酢は、健康志向の消費者から人気を集めて
います。

 さまざまな酢造りに挑戦
　こだわりの製法を武器に、トマト、にんに
く、大豆など同社は多彩な野菜酢の製造
に挑戦しています。現在はさまざまな企
業・団体から、農産物を活用した６次産業
化商品としての酢の製造・販売の注文が増
え、佐賀市のNPO団体からの依頼による
“菊芋酢”や、アスパラガスを栽培する農業
法人からの依頼による“アスパラ酢”などの
OEM※商品ができました。
　「当社の強みは、100リットルからの小
ロットでも対応できることと、これまでに
手掛けた野菜酢の実績です。北は北海道
から、南は沖縄まで各地から“うちの野菜

でお酢が造れないですか？”と相談をいた
だき、いろんな野菜の酢造りを行いまし
た。もちろん失敗もありますが、その経験
に基づいた提案もさせていただいていま
す。大手ができない細かいニーズに対応で
きることが評価されています」と右近社
長。伝統の製法へのこだわりと、新しいも
のづくりへの挑戦。サガ・ビネガーのおい
しい酢への探求はこれからも続きます。

検索

代表取締役社長

サガ・ビネガー

　伝統的な“静置発酵法”は
時間と手間がかかる製法。素
材や環境、造る量でも味わい
が変わってくるため、一つ一
つのタンクの醗酵の進み具
合や匂いなどを日々細かく
チェックし、状態を見極める
ことで、サガ・ビネガーにしか
できない酢が生まれます。

うこん　 　 まさみち

右近　雅道

さまざまな素材で
造られた飲むお酢

有限会社
サガ・ビネガー
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守り続けているのは
伝統的な製法とこだわり
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※OEM：委託者のブランドで製品を生産すること

製造業
（食品系）

※令和2年（2020年）4月1日からホームページのアドレスが“https://www.sagavinegar.co.jp/”になります。

 ここがポイント!

 精密板金への挑戦
　シンエイメタルテックは、鉄やステンレス
の薄板を加工して、一般産業用機械のカ
バーなどのパーツを製造する精密板金加
工の企業です。昭和42年（1967年）に配電
盤ボックスを製造する企業として創業。そ
の後、平成に入る頃に高い技術力を要する
精密板金の分野に挑戦し、当時は苦労をす
ることも数々ありました。
　「精密板金は、お客さまから求められた
図面に基づきミリ単位で精密にものづくり
を行わないといけません。弊社がより高い
技術力を身に付けるために、他社が嫌がる
ような難しい仕事にあえて挑戦しました。
もちろん失敗もありましたが、難しい仕事
を繰り返すうちに自然と技術力が高くなり
ました」と船山常務。さらなる技術力向上
のために精密板金の全国大会に挑戦し、
平成20年（2008年）と平成25年（2013
年）には組立部品の部で金賞を受賞。佐賀

県で受賞したのは同社だけで、特に曲げや
溶接、仕上げの技術が他社より優れている
ことが証明され、企業としてこれまで行っ
てきたことへの自信になりました。

 お客さまの要望に技術で応える
　同社の強みは高い技術力だけではなく、
少量多品種、短納期の顧客ニーズに細かく
応えているところです。顧客から注文され
た製品の図面に対して、どのような用途に
使うのかといったことをしっかりと確認し、
より良いものづくりへの提案をしていま
す。船山常務は「時にはお客さまの工場に
行って図面以上の提案をします。他社では
普通やらない提案や短納期の対応をお客
さまのために行い、より信頼を高めること
が大切です」と自信を持っています。
　また、技術を高めるための人づくりにも
力を入れ、若手の役職への登用も積極的

に行っています。さらに、これまで培った技
術をしっかりと底上げし、現場力を高めて
いくための社員教育にも積極的です。
　精密板金を核としたいろいろな仕事をワ
ンストップで解決できる企業として、シンエ
イメタルテックはさらなる成長を続けます。

常務取締役
　平成30年（2018年）に開催
された板金加工技術を競うコ
ンクール“第30回優秀板金製
品技能フェア”で、平成27年
（2015年）に続き２度目の経
済産業大臣賞に輝きました。
受賞したウォームギアは、薄
板では難しいとされる溶接も
つなぎ目が残らないように仕
上げています。

ふなやま　    しんいちろう

船山　伸一郎

ねじ歯とはすば歯車を
組み合わせた“ウォームギア”

シンエイメタルテック
株式会社

68

技術と信頼の精密板金の匠

シンエイメタルテック株式会社
☎ 0952-44-2150
［所］神埼市千代田町﨑村551
［代表者］代表取締役  田原  和幸（たばる  かずゆき）
［創業］昭和42年（1967年）
［従業員］56名
［HP］ http://www.shinei-metaltec.co.jp/ 検索シンエイメタルテック
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製造業
（機械金属系）
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